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This study analyzes the present status and problems in physics education.  The rate of taking 
physics in senior high schools has decreased from 90% to less than 20% over the last forty years.  
This decrease is mainly caused by the changes of the government course guidelines.  In this paper, 
the meanings in study of physics in senior high schools are discussed once more and a guideline is 

















































 図 1 本学新入生の物理の履修率の変化。楯軸は履修













のピーク値に 10 点近くの差が見られる（25 点満点）。実
際、推薦入試の面接において、受験者の履修歴を見ると、
基礎物理のみしか履修していない生徒が多く見られた。図
1 の履修率の変化と図 2 の物理の平均点の推移が同様な変
化を示していることも、一般入試による入学者の多くは
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ているのは、2015 年度の推薦入試や AO 入試による入学者







として求めたものが図 3 である。1970 年から 1990 年まで
のデータは参考文献１）より引用した。「物理」の教科書
とは、1970 年は「物理 A」と「物理 B」、1975 年と 1980
年は「物理 I」と「物理 II」、1985 年と 1990 年は「物理」、
1995 年、 2000 年、2005 年は「物理 IB」と「物理 II」、2010
年は「物理 I」と「物理 II」を合わせたデータである。「理
科総合」「基礎物理」などの科目は含まれていない。物理
の履修率は 1970 年には 90%以上で、ほぼすべての高校生
が物理を履修していたが、1995 年以降は 20%を切るほど
に低迷している。特に、1985 年に一気に 77%から 34%に
低下しているが、これは 1982 年に実施された学習指導要
領の改訂により、それまでの必修が「基礎理科」および「物





るのに対し、「化学 IB」は 69%、「生物 IB」は 64%である
ので、多くの生徒が「化学」と「生物」を選択したことが
わかる。さらに 2003 年からは「基礎理科」「理科総合 A」
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